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 ① 主要国の外貨建て長期債格付け （2012年1月16日現在） 
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出所：Bloomberg 

本資料は信頼できると判断した情報等を基にﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ証券株式会社が作成しておりますが、厳密な意味での正確性、完全性等について当社が責任を負うものではありません。上記情報は作成時点のものであ

り、市場環境やその他の状況によって予告なく変更することがあります。尚、本資料にあたり、お客様にご確認いただきたい事項を本資料の最終ﾍﾟｰｼﾞに記載いたしました。ご確認の程、お願いします。 



 ② 世界経済の潮流 （世界経済の中心） 

（2050年） 

（2000年） 

（1950年） 

（1900年） 

（1850年） 

（1800年） 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

イギリス 

イギリス 

＋ 

欧州諸国 

アメリカ 
＋ 

欧州諸国（英含む） 

アメリカ ＋日 本 
＋ 

欧州諸国（英含む） 

？ 

先進国 

 （世界経済の中心） 
準・先進国 

欧州諸国 

アメリカ 

日 本 

アジア諸国 

BRICS等  

主な出来事 

 蒸気機関の発明 

 産業革命 

 ロンドン金融市場 

 英・ポンド高（基軸通貨） 

 大量生産の時代 

 N.Y.金融市場 

 米・ドル高（基軸通貨） 

 日本・戦後の経済復興  

 日本・GDP世界第二位へ 

 リーマンショック 

 中国・GDP世界第二位へ 
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Ｇ８ からＧ２０中心の世界経済  



 ③ 外国投資の A B C 

C 

中 国  

A Ｂ 
オーストラリア  

ブラジル  

・  世界の工場として、今後の世界経済を牽引 

・  一時的に景気は減速傾向だが、高い成長率を維持 

・  世界最大の人口 → 消費大国 

 

・  安定した財政により高い格付け（AAA）を維持  

・  資源大国（鉄鉱石や石炭など） 

・  アジア圏との時差なし（アジア貿易に有利） 

 

・  資源に加え農業大国 

・  水資源でも世界最大 

・ 自動車、航空機など高い技術力には定評 
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          この書面は、国内外の金融商品取引所に上場されている有価証券の売買等を行っていただく上でのリスクや留意点について

記載されています。以下をよくお読みいただき、ご不明な点は、お取引開始前にご確認ください。 

 

     Ⅰ. 手数料について 

          品等へのご投資には、各商品等に所定の手数料等（例えば、国内の金融商品取引所に上場する株式（売買単位未満株式を除く）の場合
は約定代金に対して最大1.20750％（ただし、最低手数料2,625円・いずれも税込）の委託手数料、投資信託の場合は銘柄ごとに設定され
た販売手数料および信託報酬等の諸経費等）をご負担いただく場合があります。また、外貨建ての商品の場合は円貨と外貨を交換、また
は異なる外貨間での交換をする際には外国為替市場の動向に応じて当社が決定した為替レートによるものとします。 

 

     Ⅱ. リスク等について 

          各商品等には株式相場、金利水準、為替相場、不動産相場、商品相場等の価格の変動等および有価証券の発行者等の信用状況（財務・
経営状況を含む）の悪化等それらに関する外部評価の変化等を直接の原因として損失が生ずるおそれ（元本欠損リスク）、または元本を
超過する損失を生ずるおそれ（元本超過損リスク）があります。 

          なお、信用取引またはデリバティブ取引等（以下、デリバティブ取引等）を行う場合は、デリバティブ取引等の額が当該デリバティブ取引等

についてお客様の差入れた委託保証金または証拠金の額（以下、委託保証金等の額）を上回る場合があると共に、対象となる有価証券の
価格または指標等の変動により損失の額がお客様の差入れた委託保証金等の額を上回るおそれがあります。また、店頭デリバティブ取
引については、当社が表示する金融商品の売付の価格と買付の価格に差がある場合があります。 

          上記の手数料等およびリスク等は商品毎に異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面や目論見書またはお客様向け資料等を
よくお読み下さい。 

 

     Ⅲ. 当社の概要 

 ・商号等  リーディング証券株式会社  金融商品取引業者  関東財務局長（金商）第７８号 

 ・本社所在地 〒104-0033 東京都中央区新川1丁目8番8号  アクロス新川ビル5階 

 ・加入協会 日本証券業協会          ・資本金    1,670百万円（平成23年3月末現在） 

 ・主な事業  金融商品取引業            ・設立年月    昭和24年4月 

 




